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はじめに：調達のデジタル変革と SAP Ariba

グローバルビジネスにおいて「調達（Procurement）」はコスト管理・リスク管

理・サプライチェーン競争力の三つを決定する戦略機能です。しかし多くの企業では、

仕入先との交渉・見積依頼・発注・請求照合・支払の一連プロセスが「メール・電話

・FAX・Excel」という非デジタルな手段で運用されており、可視性・統制・効率の

三つをすべて欠いた状態が続いています。

SAP Ariba（以下 Ariba）は、この P2P（Procure-to-Pay）・S2C（Source-

to-Contract）の全プロセスをクラウド上に統合するプラットフォームです。2012年

にSAPが 43億ドルで買収した当時から世界最大の B2B調達ネットワーク（Aribaネ

ットワーク）を擁し、2025年現在では全世界 500万社超のサプライヤー・400万社

超のバイヤーが参加する「調達のインフラ」に成長しました。

本稿では、AribaをSAPシステムとして深く理解するために必要な「機能の詳細

・技術的仕組み・制約事項・Customizing設定・統合設計」まで踏み込んで解説しま

す。単なる機能概要に留まらず、「実際に何ができ、何ができないのか」「どこに落

とし穴があるのか」を含む実践的な情報を提供することを本稿の目的とします。
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1. SAP Ariba のプロダクト構成と機能マップ

モジュール体系の全体像

SAP Aribaは単一製品ではなく、複数のモジュールで構成されるスイート製品で

す。各モジュールは独立した SaaSサービスとして提供されており、必要なモジュー

ルのみを選択導入できます。全モジュールを「Source-to-Pay（S2P）」として束ね

て導入することもできますが、企業の課題に応じたモジュール選択が重要です。

AribaのモジュールはSAPの製品分類上、以下のカテゴリに整理されます。

● Source-to-Contract（S2C）：SAP Ariba Sourcing・SAP Ariba 

Contracts・SAP Ariba Supplier Risk・SAP Ariba Spend Analysis。戦

略的調達（戦略立案から契約締結まで）を担います。

● Procure-to-Pay（P2P）：SAP Ariba Buying・SAP Ariba Invoicing・

SAP Ariba Guided Buying。購買依頼から発注・請求照合・支払指示までの

実務処理を担います。

● Supplier Management：SAP Ariba Supplier Lifecycle and 

Performance（SLP）・SAP Ariba Supplier Risk。サプライヤーのライフ

サイクル管理・リスク評価を担います。

● Supply Chain Collaboration：SAP Ariba Supply Chain 

Collaboration。直接材調達のバイヤー・サプライヤー間リアルタイム連携を

担います。

● Network：Ariba Network（ANID）。全モジュールの基盤となるB2Bトラ

ンザクションネットワーク。

ライセンス体系と課金モデル

Aribaのライセンスは「サブスクリプション費（年間固定）」と「トランザクシ

ョン費（Aribaネットワーク利用料）」の二層構成です。バイヤー企業は SAPとのサ

ブスクリプション契約で Aribaモジュールを利用しますが、Aribaネットワーク上の

取引量（発注書・請求書件数）に応じたトランザクション費が別途発生します。サプ

ライヤー側は一定件数（年間 5件等）までは無料でネットワーク参加でき、取引量が

一定を超えるとサプライヤーフィーが発生します。
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この「サプライヤーにもコストが発生する」構造が Ariba展開における変更管理

課題の一因となっています。中小サプライヤーは追加コストを嫌がるケースがあり、

サプライヤーオンボーディング率向上のためのインセンティブ設計が展開成否を左右

します。
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2. Ariba ネットワーク（ANID）：技術的詳細と

制約

ANID（Ariba Network ID）と cXML 規格

Aribaネットワークの技術基盤は「cXML（Commerce eXtensible Markup 

Language）」という SAP独自の XML規格です。発注書・請求書・注文確認・出荷

通知（ASN）等のトランザクション文書が cXML形式で Aribaネットワーク上を流

通します。

各サプライヤーは Aribaネットワーク上で「ANID（Ariba Network ID）」と

いう一意の識別子を持ちます。バイヤーとサプライヤーの取引は「バイヤー ANID→

サプライヤー ANID」というネットワーク接続によって確立され、接続承認後にドキ

ュメントの送受信が可能になります。

サプライヤーのアカウントタイプと機能制約

Aribaネットワークのサプライヤーアカウントには機能と費用が異なる複数のタ

イプがあります。

● Supplier Lite（無料）：年間取引件数が一定未満の小規模サプライヤー向け。

発注書受信・注文確認・請求書送信の基本機能のみ。EDI連携・API連携・高

度なポータル管理機能は不可。

● Enterprise（有料）：大規模サプライヤー向けフルサービス。EDI連携・API

連携・サプライヤーポータル高度管理・複数拠点管理が可能。年間取引量に応

じた従量課金制。

「Supplier Lite には請求書フォーマットのカスタマイズができない」

「PunchOut（外部カタログ連携）は Enterprise以上が必要」という機能制約があ

ります。バイヤー企業がサプライヤーに要求する機能に対して、サプライヤーが費用

を負担できるかどうかの確認が導入設計時の重要な事前検討事項です。
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電子データ交換（EDI）から Ariba ネットワークへの移行

既存EDI（Value Added Network: VAN経由のEDI）とAribaネットワークの

共存・移行について技術的な理解が必要です。Aribaネットワークは cXMLと EDI

（X12・EDIFACT）の両方に対応したゲートウェイを提供しており、既存 EDI接続

をAribaネットワーク経由に移行する「EDIコンバーター」機能が利用できます。た

だし、既存EDIの全トランザクションタイプが Aribaでサポートされているとは限ら

ず、特殊なトランザクション（業界固有のEDIセグメント等）はサポート外となるケ

ースがあります。移行前に「EDI Mapping Analysis」によって互換性確認を行うこ

とが必須です。
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3. SAP Ariba Sourcing：ソーシングの技術詳細

RFx 種別と使い分け：RFI・RFQ・RFP の違い

Ariba Sourcingが提供するRFxイベントには三種類あり、調達目的と評価方法

が異なります。

● RFI（Request for Information：情報提供依頼）：サプライヤーの基本情報

・技術能力・価格帯の概算を収集するための予備調査。法的拘束力はなく、回

答が見積として確定されることはありません。新規品目カテゴリ参入時・サプ

ライヤーの市場調査に使用します。

● RFQ（Request for Quotation：見積依頼）：数量・仕様が確定した品目に

対する正式な価格見積依頼。回答は法的に有効な見積として扱われます。明細

（Line Item）ごとに単価・数量・合計が収集され、金額比較が主目的です。

● RFP（Request for Proposal：提案依頼）：価格だけでなく「技術提案・サ

ービス品質・実績・実施体制」を総合評価するイベント。重み付きスコアリン

グ（Weighted Scoring）と定性評価の組み合わせで評価します。コンサルテ

ィングサービス・ITシステム調達・複合調達に適します。

Ariba Sourcingでは「Multi-Round（複数ラウンド）」によるイベント設計が

可能です。RFQ Round 1で全参加者から初期見積を取得し、上位5社をRound 2に

絞り込んで詳細交渉という段階的評価フローを一つのイベントとして設計できます。

入札オークション（Reverse Auction）の詳細仕様

リバースオークション（逆入札）は Aribaの差別化機能の一つです。詳細な設定

パラメータを理解することが重要です。

● オークションルール：「全参加者に他社の現在最安値を公開する（Open 

Bidding）」か「自社の順位のみ表示する（Rank-only）」か「他社の価格を

一切見せない（Blind）」の三種類から選択します。競争激化を促すOpen 

Biddingが標準ですが、サプライヤー関係を配慮してRank-onlyを選ぶケー

スもあります。
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● 入札改善強制（Bid Decrement）：最低改善幅（例：現在最安値より最低

1%引き下げないと入札できない）を設定できます。これにより小幅な価格合

わせを防ぎ、実質的な価格競争を促します。

● 延長ルール（Overtime Rules）：終了直前（例：残り 2分以内）に入札があ

った場合に自動的に終了時刻を延長（例：3分延長）するルールです。「駆け

込み入札」を防ぎ、競争の公平性を保ちます。

● モニタリング：入札中のリアルタイムモニタリング画面でイベント主催者は全

参加者の入札状況・入札タイムライン・現在最安値の推移を確認できます。た

だし入札中の主催者による介入（入札の取り消し・追加招待）にはルールが適

用され、適切な操作が求められます。

スペンド分析（Ariba Spend Analysis）との連携

SAP Ariba Spend Analysisは購買支出データを分析・可視化するモジュールで、

Sourcingの戦略立案に直接活用されます。

Spend Analysisの技術的な仕組みは「品目・支出データの収集→UNSPSC品目

分類コードへの自動分類→サプライヤー統合（名寄せ）→分析レポート生成」という

パイプラインです。

● UNSPSC（United Nations Standard Products and Services Code）：

全世界共通の品目分類コード体系（4階層・8桁コード）です。AribaはAI/M

Lを活用して自由記述の品目説明・品目コードをUNSPSCに自動分類します。

この分類精度が「品目カテゴリ別スペンド分析」の精度を決定します。

● サプライヤー名寄せ（Supplier Normalization）：「SAP SE」「SAP 

Japan Co., Ltd.」「エスエーピー・ジャパン株式会社」という表記揺れを同

一サプライヤーとして統合します。完全自動化は難しく、実際の導入では人手

によるマスターサプライヤーリストの整備が必要です。

● 制約事項：Spend Analysisのデータ収集には「P-cardデータ・ERP発注書

データ・経費精算データ」等の複数ソースからのデータ連携が必要です。デー

タソースが多いほど分析精度は向上しますが、データ統合のETL設計と品質

管理の工数が増大します。また、分析の鮮度は「データ更新頻度（バッチ処理

の場合は日次）」に依存し、リアルタイムスペンド分析は別途ダッシュボード

設計が必要です。
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操作イメージ：RFQ の作成・発行・分析

Ariba Sourcingでのイベント設計から落札決定までの操作フローを示します。

● イベント作成（Create Event）：テンプレートを選択するか、ゼロから「イ

ベントタイプ・タイトル・参加サプライヤー設定期間」を定義します。標準テ

ンプレート（RFQ Standard・Construction Bid・IT Services等）を使用

すると評価質問票が自動生成されます。

● 品目明細の設定（Line Items）：品目番号・説明・数量・単位・UNSPSC分

類を入力します。「Lot（ロット）」として複数品目をグループ化し、ロット

単位での落札判断も可能です（例：特定品目群を同一サプライヤーにまとめて

発注するロット設計）。

● 評価質問票（Questionnaire）：価格以外の評価要素を構造化された質問票と

して設定します。Yes/No・選択肢・数値・添付ファイル等の回答形式を質問

ごとに設定し、各質問に重み（Weight）を付与します。自動スコアリングに

より「価格 50%・品質認証 20%・納期確約能力 20%・環境基準 10%」のよ

うな総合評価が自動計算されます。

● 回答分析（Analyze Responses）：回答収集後の比較マトリクス画面では

「サプライヤー×評価項目」のクロス表でスコア・推奨サプライヤー・金額比

較が一覧表示されます。「Best Value（最良価値）」表示と「Cheapest（最

安値）」表示を切り替えながら落札判断の根拠資料を作成できます。

● 落札通知（Award）：Awardイベントで落札サプライヤーと落札条件（数量

・単価・期間）を確定します。落札情報はAriba Contractsまた

はS/4HANAの購買基本契約（Outline Agreement）に自動連携できます。
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4. SAP Ariba Buying & Invoicing：P2P の詳

細と制約

Guided Buying：購買体験の UX 設計

Ariba Guided Buying（GB）は P2Pの購買依頼UIとして設計された「消費者

向け ECサイト風の購買体験」を提供します。従来の SAP GUIによる購買依頼

（ME51N等）とは全く異なるUIで、非財務・非調達部門のエンドユーザーが直感

的に操作できることを目的としています。

Guided Buyingの主要機能と設計要素を示します。

● チャネル誘導（Channel Guidance）：品目カテゴリ・金額・組織区分に応じ

て「カタログ購買を優先誘導・調達部門承認が必要なフォームへ誘導・購買不

可（ポリシー違反）として警告」という三段階の誘導ルールを設定します。

「オフィス用品はカタログから購入してください」という誘導がUIレベルで

強制されます。

● フォーム（Forms）：非カタログ品目・役務の依頼には「購買依頼フォーム

（Request Form）」を使用します。品目名・数量・価格・サプライヤー候補

・勘定科目・原価センタ・プロジェクト等の入力フィールドを管理者がGUI

で設計（コーディング不要）します。バリデーションルール（必須フィールド

・金額上限・勘定科目の適合チェック）もフォームに組み込めます。

● 予算チェック（Budget Check）：S/4HANAの予算可用性チェック（CO 

Availability Control）とリアルタイム連携し、承認前に予算残額を確認しま

す。予算超過の場合は警告または申請ブロックを設定できます。ただしこの機

能はCIG統合の設定を要し、リアルタイム性はS/4HANAとの連携遅延の影

響を受けます。

カタログ管理の技術詳細

Ariba上で管理できるカタログには三種類あり、それぞれ技術的な特性と制約が

異なります。

● ローカルカタログ（Local Catalog / CIF）：バイヤー企業がAriba上に直接

アップロードするカタログ。「Catalog Interchange Format（CIF）」とい
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う独自CSV/Excel形式でデータを投入します。品目数・価格の静的管理のた

め更新に手間がかかります。サプライヤーのリアルタイム在庫反映は不可。

● ホストカタログ（Hosted Catalog）：サプライヤーがAribaの管理ポータル

に直接カタログデータをアップロード・更新する方式。バイヤーの管理工数が

減少しますが、サプライヤー側の継続的な更新作業が必要です。

● PunchOut（外部カタログ接続）：Ariba画面からサプライヤーの外部ECサ

イトにSSO 遷移し、商品選択後に cXML形式でAribaの購買依頼カートに品

目を取り込む方式です。サプライヤーはリアルタイムの在庫・価格を表示でき、

大量SKU・カスタム構成品（PCのCTO構成等）に最適です。PunchOutの

実装にはサプライヤー側で cXML標準に対応したECサイトの構築が必要とな

ります。

三方向照合（3-Way Match）の詳細ロジックと例外

Ariba Invoicingの三方向照合は「発注書（PO）・受取確認（GR）・請求書

（Invoice）」の三文書を自動照合します。照合ロジックの詳細と、例外が発生する

ケースを理解することが運用設計上重要です。

照合は明細（Line Item）レベルで実行されます。各明細について「数量差異」

と「金額差異」を計算し、設定された「照合許容範囲（Matching Tolerance）」と

の比較で自動承認・保留・却下を判定します。

● 数量照合：請求数量がGR数量以下であれば数量照合OK。GR前の先行請求

書（前払い請求等）は「2-Way Match（PO対比のみ）」に設定変更が必要

です。

● 金額照合（Price Tolerance）：請求単価とPO単価の差異率が許容範囲以内

（例：±5%または±1,000 円以内）であれば価格照合OK。許容範囲設定は

Supplier Rule・品目カテゴリ・金額ティアごとに細かく設定できます。

● PO外請求（Non-PO Invoice）：発注書なしに届く請求書（例：公共料金・

弁護士費用）は「Non-PO Invoice」として処理します。Non-PO Invoiceは

AribaのApproval Flowで担当者が勘定科目・原価センタを手入力して承認

します。POベースの照合自動化とは処理フローが全く異なります。

● クレジットメモ（Credit Memo）処理：返品・値引きに対するクレジットメ

モ（マイナス請求書）はAriba上で受領し、元の請求書に対して相殺処理しま

す。クレジットメモとインボイスの紐付けが正確に行われないと、未払い勘定

に差異が発生します。



© Paddy&Water Inc. All rights reserved. | Proprietary and Confidential- 12 -

インボイスのステータス遷移と制約事項

Ariba Invoicingにおける請求書ステータスの遷移を正確に理解することは、運

用設計上重要です。請求書が以下のステータスを経由して処理されます。

● Submitted（提出済み）：サプライヤーがAribaネットワーク経由で請求書

を送信した直後の状態。

● Pending Approval（承認待ち）：照合で差異が検出され、担当者レビューキ

ューに入った状態。担当者による承認・却下待ち。

● Approved（承認済み）：照合完了・担当者承認完了。S/4HANAへの転記指

示が発行される状態。

● Paid（支払済み）：S/4HANAからの支払い確認が連携され、ステータスが更

新された状態。

制約として「Ariba上で一度Approvedになった請求書を Ariba側でキャンセル

・修正することはできません」。サプライヤーにクレジットメモを発行させて相殺す

るか、S/4HANA側で仕訳修正を行うかのいずれかになります。このステータスの不

可逆性は運用担当者が最も注意すべき制約の一つです。
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5. SAP Ariba Contracts：契約管理の技術詳細

契約ワークスペースの構造とオブジェクト

Ariba Contractsの中核は「契約ワークスペース（Contract Workspace）」で

す。各ワークスペースは以下のオブジェクトで構成されます。

● 契約ヘッダー（Header）：契約タイプ（購買基本契約・NDA・マスターサー

ビス契約等）・当事者情報・有効期間・契約金額・通貨・管轄裁判所・準拠法

を格納します。

● 条項（Terms）：契約条文テキストを格納します。「条項ライブラリ

（Clause Library）」から標準条項を選択するか、カスタム条項をテキスト

入力します。

● 関連文書（Documents）：締結済み契約書PDF・変更覚書・添付資料等をバ

ージョン管理付きで格納します。

● マイルストーン・義務（Milestones / Obligations）：「更新期日の 90日前

にアラート」「年次報告書の提出期限」等の期日管理を設定します。アラート

はEメールでワークスペースオーナーに自動通知されます。

● 承認フロー（Approval Flow）：契約の署名前承認を多段階で設定します。法

務審査・上長承認・財務承認を経て電子署名に進むワークフローが自動化され

ます。

電子署名とドキュメント執行

Ariba Contractsは電子署名を「DocuSign」または「Adobe Sign」との統合

で提供します。承認フロー完了後、Ariba内から署名者（当事者・法務・経営者等）

への署名依頼が自動送信され、署名完了後の署名済み PDFが自動的にワークスペース

に格納されます。

制約として「Aribaネイティブの電子署名機能は持たない」点を認識する必要が

あります。DocuSign・Adobe Signのライセンスが別途必要であり、統合設定の実

施が必要です。電子署名の法的有効性は各国の電子署名法に準拠しており、日本では

電子署名法・電子帳簿保存法への対応を事前に確認する必要があります。
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購買基本契約（Outline Agreement）と S/4HANA 連携

Ariba Contracts で管理するフレーム契約（単価契約・数量契約等）

はS/4HANAの「購買基本契約（Outline Agreement：MM/VA）」と連携できます

Aribaで落札確定した価格・数量条件を基に購買基本契約レコードが自動生成され、

以降の発注はこの購買基本契約を参照することで「ネゴ済み価格」が自動適用されま

す。

連携の制約として、Aribaの契約テンプレートと S/4HANAの購買基本契約タイ

プのマッピング設計が必要です。すべての契約タイプが自動連携できるわけではなく、

サービス契約・フレームワーク契約（複数品目の包括契約）は個別の設定が必要なケ

ースがあります。



© Paddy&Water Inc. All rights reserved. | Proprietary and Confidential- 15 -

6. SAP Ariba SLP：サプライヤー管理の詳細

サプライヤー登録プロセスの設計

Ariba SLP（Supplier Lifecycle and Performance）のサプライヤー登録は

「登録テンプレート（Registration Template）」によってカスタマイズが可能です。

登録テンプレートには以下の要素を定義します。

● 登録質問票のセクション・質問（必須/任意）：会社情報・財務情報・保険証明

・認証資格・多様性情報（女性経営・少数民族経営・環境認証等のESG指

標）・銀行口座情報を収集します。各フィールドの公開範囲（バイヤーのみ閲

覧・SLP管理者のみ等）を細かく制御できます。

● 添付ファイル要求：ISO認証書・財務諸表・反腐敗ポリシー合意書等の文書提

出を登録必須条件として設定できます。

● 有効期間：登録情報の再提出・更新要求サイクルを設定します（例：毎年 1月

に情報更新を要求）。期限切れサプライヤーへの発注を自動ブロックする設定

も可能です。

サプライヤーリスク管理：SAP Ariba Supplier Risk

SAP Ariba Supplier Riskは外部データソースと連携してサプライヤーのリスク

を継続的にモニタリングするモジュールです。

モニタリングするリスクカテゴリは以下の通りです。

● 財務リスク：D&B（Dun & Bradstreet）等の信用調査データと連携し、サ

プライヤーの財務健全性スコアを取得します。

● 地政学・規制リスク：サプライヤーの拠点国の政治的安定度・貿易規制・制裁

リスクを外部データプロバイダーから取得します。

● ESG・サステナビリティリスク：環境規制違反・労働問題・ガバナンス問題等

のニュースフィードをAIが継続的にスクリーニングします。特定サプライヤ

ーへの否定的なニュースが検出された場合にアラートが発行されます。

● 事業継続リスク（BCP）：自然災害・感染症・物流途絶等の事業継続リスクに

対するサプライヤーの地理的集中度を可視化します。特定地域への調達集中リ

スクを定量化します。
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制約として、Supplier Riskのデータ品質は外部データプロバイダー（D&B・

Ecovadis等）のカバレッジと更新頻度に依存します。特に日本の中小サプライヤー

は外部データベースでのカバレッジが低いケースがあり、自社調査・アンケートによ

る補完が必要となります。

スコアカードと評価設計の実務

サプライヤーパフォーマンス評価（Scorecard）の設計において、以下の技術的

考慮が必要です。

● KPI取込方式：S/4HANAの「納期遵守率・品質不良率」等の定量データを

API経由でSLPのスコアカードに自動取込するか、担当者が手動入力するか。

自動取込の場合はS/4HANAとの統合設定が必要です。

● 加重スコアリング：各KPIに重み（Weight）を付与し、100点満点の総合ス

コアを計算します。重みはカテゴリ（品目群）別に異なる設定が可能です（例：

製造部品は品質重視・MRO品は納期重視）。

● 自動通知・改善要求：スコアが閾値を下回ったサプライヤーに自動で「改善要

求通知（Improvement Plan）」を送信する機能があります。サプライヤーは

SLPポータルから改善計画を提出し、バイヤーが承認するワークフローが稼働

します。
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7. サプライチェーンコラボレーション：技術仕様

コラボレーションシナリオの詳細

SAP Ariba Supply Chain Collaborationは、製造業の直接材調達において以下

のコラボレーションシナリオを提供します。

● 需要予測共有（Forecast Collaboration）：バイヤーのSAP IBPまた

はS/4HANAのMRP計画から生成された「ローリング需要予測（例：13 週

先まで）」をサプライヤーのポータルに自動公開します。サプライヤーはポー

タル上でコミット数量・生産能力制約をフィードバックします。バイヤーはサ

プライヤーのコミット不足を早期に検知して代替手配を検討できます。

● 確定注文管理（Order Collaboration）：発注書・発注変更・発注取消をリア

ルタイムでサプライヤーに通知します。サプライヤーは確認（Confirm）また

は変更申請（Exception）を返送します。変更申請にはバイヤーの承認ワーク

フローが起動します。

● 出荷管理（Ship Notice / ASN）：サプライヤーが出荷時に「事前出荷通知

（Advanced Ship Notice: ASN）」をAribaネットワーク経由で送信します。

ASNには品目・数量・ロット番号・出荷日・予想納期が格納され、S/4HANA

の入荷予定（Inbound Delivery）に自動連携されます。

● コンサインメント在庫管理：サプライヤー所有の委託在庫をバイヤー倉庫で管

理するVMI（Vendor Managed Inventory）シナリオです。バイヤーの引き

取り数量がAribaポータルで確認できるサプライヤーは在庫補充タイミングを

自律的に管理します。

技術的制約：コラボレーションシナリオの前提条件

Supply Chain Collaborationの各シナリオには前提条件と制約があります。

● SAP IBPとの連携：需要予測共有はSAP IBPのOutbound API連携が必要

です。S/4HANAのみの構成ではMRP計算後のデータをAribaに連携する別

途カスタム統合が必要になります。

● サプライヤーの操作対応：ASN入力・在庫確認はサプライヤーがAribaポー

タルを積極的に操作することが前提です。EDI自動送信に対応しない中小サプ
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ライヤーは手動ポータル操作が必要であり、トレーニング・サポート体制の充

実が導入効果に直結します。

● 品目コードの統一：バイヤーとサプライヤーの品目コード（バイヤー品目番号

とサプライヤー品目番号）の相互マッピングが必要です。このマッピングテー

ブルの整備が初期設定の最大工数の一つとなります。
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8. S/4HANA との統合：CIG の技術詳細

CIG（Cloud Integration Gateway）のアーキテクチャ

SAP Ariba と SAP S/4HANA の統合を担う「Cloud Integration Gateway

（CIG）」はSAP BTP（Integration Suite）上で稼働するSAP標準の統合ミドルウ

ェアです。CIGは SAP標準の統合シナリオ（Integration Scenario）を提供してお

り、原則としてコーディングなしで設定ベースの統合が実現します。

主要な統合シナリオと仕様

CIGが提供する主要なデータフローと技術仕様を示します。

● マスタデータ同期（S/4HANA → Ariba）：仕入先マスタ・品目マスタ・購買

組織・会社コードがS/4HANAからAribaに同期されます。同期は IDocまた

はBAPI経由でCIGが取得し、AribaのSQLデータベースに格納します。同

期スケジュールは設定可能（例：毎夜間差分同期）。注意：Aribaのマスタデ

ータとして一度作成されたレコードをS/4HANAの変更で完全削除することは

できません。「Non-active」ステータスに変更する操作が必要です。

● 購買依頼→発注書転送（Ariba → S/4HANA）：Aribaで承認された購買依頼

がCIG経由でS/4HANAに購買発注（ME21N 相当）として転送されます。

転送時にAribaの勘定科目割当（Account Assignment）がS/4HANAの勘

定科目割当区分にマッピングされます。このマッピング設計（特に原価センタ

・WBSエレメント・内部指図の判定ロジック）が統合設計の最重要ポイント

の一つです。

● 受取確認の連携（S/4HANA → Ariba）：S/4HANAの入庫（MIGO / 

MIGO_GR）がAribaの発注書ステータス・請求書照合（3-Way Match）の

受取確認データとして連携されます。連携方式は IDoc（MBGMCR等）また

はBAPI。

● 請求書転記（Ariba → S/4HANA）：Aribaの承認済みインボイス

がS/4HANAにMIRO（請求書照合）相当の LIV（Logistics Invoice 

Verification）または MIRO 転記として連携されます。税コード・支払条件が

Ariba側の入力値からS/4HANAの設定にマッピングされる必要があります。
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CIG 統合の制約と設計上の注意点

CIGを利用した統合には以下の制約を理解する必要があります。

● 対応S/4HANAバージョン：CIGの対応S/4HANAバージョンはSAP製品可

用性マトリクス（PAM）で確認が必要です。古いS/4HANAバージョン

（ECC含む）では一部統合シナリオが利用できない場合があります。

● リアルタイム同期の限界：マスタデータ同期は原則バッチ処理（スケジュール

実行）です。S/4HANAで新規サプライヤーを作成してから、Aribaで発注に

使用できるまでに同期遅延（最短数時間）が発生します。緊急調達の場合は

Aribaでの手動サプライヤー登録という回避策が必要になります。

● カスタムフィールドの連携制限：S/4HANAのカスタムフィールド（Z/Y 拡

張）はCIG標準シナリオでは連携されません。カスタムフィールドをAriba

に連携させるには「CIG Extension（統合拡張）」またはカスタム iFlowの

開発が必要です。

● エラーハンドリング：CIGの転送エラーは「CIG Monitoring（BTP上のモニ

タリング画面）」で確認します。エラー内容（マッピングエラー・バリデーシ

ョンエラー・S/4HANAのバリデーションエラー等）に応じた対処が必要です。

エラーの多くはマスタデータ不整合（仕入先コードの不一致・勘定科目マッピ

ング設定漏れ等）に起因します。
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9. Ariba の技術基盤：セキュリティ・API・制約

SaaS 制約：カスタマイズの限界

AribaはSaaS（Software as a Service）として提供されるため、SAP ERPの

ABAPカスタマイズとは根本的に異なる拡張性の制限があります。この「SaaS制

約」の理解が導入スコープ設計で最も重要です。

Aribaにおける Customizable（設定変更可）と Not Customizable（変更不

可）の境界を示します。

● 設定変更可（Configuration）：承認フロー・フォームフィールド・カタログ

表示・通知メッセージ・承認マトリクス・税設定・許容差異・ワークフロー条

件。これらはConfiguration UIから設定できます。

● 設定変更不可（SAP標準）：照合アルゴリズム・ステータス遷移ロジック・

cXML通信仕様・データモデル・UIのレイアウト基本構造。これらはSAPの

標準ロジックが適用され、変更できません。「うちの業務に合わせてAribaの

照合ロジックをカスタムしたい」という要求はSaaS制約上実現できません。

Aribaの標準機能に業務プロセスを合わせる「Fit-to-Standard」の思想が必

須です。

Ariba REST API と OData API

Aribaはシステムインテグレーションのために REST APIとOData APIを提供

しています。SAP API Business Hub（api.sap.com）でAPIカタログを公開してお

り、主要APIエンドポイントを示します。

● Procurement APIs（REST）：購買依頼・発注書・請求書等の調達オブジェ

クトのCRUDを提供。認証はOAuth 2.0 Application Keyに基づきます。

ただし全オブジェクトのAPIが公開されているわけではなく、一部操作はUI

のみの対応となります。

● Supplier Management APIs（REST）：サプライヤー登録情報・スコアカ

ードデータの参照・更新API。外部の信用調査システムとのリアルタイム連携

に使用されます。
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● Ariba Network APIs（REST/cXML）：発注書・請求書のAribaネットワ

ーク経由送受信に使用。EDI 代替としてのポイントツーポイント接続に利用で

きます。

API制約として「Ariba APIはレートリミット（Rate Limit）が設けられており、

短時間に大量の APIコールを行うとエラーが返されます」。大量データのバッチ連携

にはAPIではなくCIG（ファイルベース・IDoc等）の使用が推奨されます。

データプライバシーと地域規制対応

Aribaは SAP BTPのインフラ上で稼働しており、データの保存地域（Data 

Residency）はAribaテナントのリージョン設定で決まります。提供リージョンは米

国・欧州・APJ（Asia-Pacific Japan）等があり、GDPR や日本の個人情報保護法等

のデータ所在要件に対応したリージョン選択が必要です。

Aribaにはサプライヤーの銀行口座情報・財務情報等の機密データが格納されま

す。SAPは「ISO 27001・SOC 1 Type II・SOC 2 Type II・PCI DSS（カード情

報処理の場合）」の認証を取得しており、アクセスログ・暗号化・脆弱性管理の SAP

責任範囲が定義されています。顧客側のデータアクセス管理（ユーザー権限設定）は

顧客の責任範囲です。

モバイル対応とブラウザサポート

AribaのWebUIは主要ブラウザ（Chrome・Edge・Firefox・Safari）をサポ

ートしていますが、Internet Explorerは非対応です。モバイルアプリとして「SAP 

Ariba Buyer」アプリ（iOS/Android）が提供されており、購買依頼の承認・発注書

確認・請求書照合のモバイル操作が可能です。ただしモバイルアプリの機能は

WebUIのフルセットではなく、承認・照会に特化したサブセットです。
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10. 展開設計：スコープ・統合・変更管理

SAP Activate 方法論と Ariba への適用

Aribaは SAP Activate（アジャイル型導入方法論）に基づいて導入します。

「Discover → Prepare → Explore → Realize → Deploy → Run」の 6フェーズで

構成され、各フェーズに対応する Aribaの「Best Practice Configuration（設定ベ

ストプラクティス）」コンテンツが提供されています。

Aribaの特性として「コーディングなし・設定のみで構築できる範囲でシステム

を完成させる」ことが Activate方法論の核心です。「Fit-to-Standard Workshop

（標準機能適合ワークショップ）」で Aribaの標準フロー・設定に業務プロセスを合

わせる判断を行い、標準から外れる業務要件は「業務プロセスの変更」または「諦め

（スコープ外）」によって解決します。

フェーズ別の主要デリバラブル

● Explore（検討）フェーズ：「Solution Design（ソリューション設計）」文

書の作成。承認フロー設計・カタログ設計・サプライヤーオンボーディング計

画・CIG統合シナリオ選定・テストシナリオ一覧。

● Realize（実現）フェーズ：Configuration設定・統合テスト（システム間デ

ータフロー確認）・User Acceptance Test（UAT）の実施。サプライヤーテ

ストアカウントを使用したE2Eテスト（RFQ発行→落札→発注→入荷→請求

→照合）が必須です。

● Deploy（展開）フェーズ：カットオーバー計画・データ移行（既存契約の

Ariba移行）・サプライヤーオンボーディング開始・エンドユーザートレーニ

ング実施。

サプライヤーオンボーディングの実務的な落とし穴

Ariba展開において最も計画通りに進まないのが「サプライヤーのオンボーディ

ング率」です。典型的な課題と対策を示します。

● サプライヤーが参加を拒否：Aribaネットワークへの参加を「追加コスト・追

加作業」として拒む中小サプライヤーが存在します。対策として「バイヤーが
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参加コスト（Supplier Lite分）を負担する」「参加しないと発注できないと

いう調達方針を明示する」「担当営業経由で参加依頼する」といった複合アプ

ローチが有効です。

● IT能力の低いサプライヤー対応：PDFメール等のアナログ手段に慣れたサプ

ライヤーにはAriba 専用のハンズオントレーニング・ヘルプデスク対応が必須

です。サプライヤー別の習熟度を評価してオンボーディング支援レベルを分け

ることが工数最適化のポイントです。

● オンボーディング率の目標設定：一般的に「メジャーサプライヤー（取引金額

上位 80%をカバーするサプライヤー）の 100%オンボーディング」を最初の

マイルストーンとし、残りのロングテールサプライヤーは段階的に対応する計

画が現実的です。
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11. 他社導入事例

事例 1：グローバル製造業 A 社 — Source-to-Pay 全体最適化

背景と課題

自動車関連部品を製造するグローバルメーカー A社は、購買調達機能が国内外 50

か所以上のプラントで分散管理されており、同一品目でもプラントによって異なる単

価での調達が行われていました。グループ全体のスペンドデータを集計しようとして

も、ERPシステムが 5種類（SAP・Oracle・JDE等）混在しており、統一的なスペ

ンド可視化が不可能でした。また、サプライヤーの財務健全性が把握できておらず、

取引先の経営悪化を事後に知るケースが発生していました。

Ariba 導入と成果

A社は Ariba Spend Analysis・Sourcing・Contracts・SLP（Supplier Risk

含む）を Phase 1として導入しました。まず Spend Analysisによってグループ全体

の調達データをUNSPSPコードに自動分類し、品目カテゴリ別・サプライヤー別の

スペンド構造を初めて一元可視化しました。スペンド分析の結果、同一品目を異なる

単価で調達している「Price Leakage」が複数の品目カテゴリで確認され、Ariba 

Sourcingでのグループ横断RFQを実施することで戦略的価格改善を達成しました。

また、SLPのSupplier Risk機能によってサプライヤーの財務健全性スコアをリアル

タイムモニタリングする体制を整備し、与信リスクの早期警告体制を構築しました。

事例 2：専門商社 B 社 — Non-PO Invoice の統制強化

背景と課題

様々な業種の顧客向けにソリューションを提供する専門商社 B社は、外部弁護士

費用・コンサルティング費用・イベント費用等の「発注書なしのサービス請求書

（Non-PO Invoice）」が全請求書件数の 40%以上を占めており、承認なし支出

（Maverick Spend）が頻発していました。請求書ごとの手作業承認対応で経理部門

の工数の大部分が消費されていました。
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Ariba Buying & Invoicing 導入と成果

B社は Ariba Guided Buyingの Formを活用し、従来「承認なし」で直接発注

されていたサービス購買に「事前購買依頼フォームの提出→購買管理者承認→発注書

発行」というフローを強制しました。全社員が Guided Buyingの Formから購買依

頼を提出する運用に移行した結果、Non-PO Invoiceの比率が大幅に低下しました。

Ariba Invoicingでの請求書照合自動化により、経理担当者の照合処理工数が削減さ

れ、支払遅延リスクも解消されたと報告されています。

事例 3：製造業 C 社 — SLP による ESG サプライヤー管理

背景と課題

グローバル展開する製造業C社は、欧州の主要顧客から「サプライチェーン全体

のCO2 排出量・労働環境基準の証明」を要求されるようになりました。しかしサプラ

イヤーのESG情報を収集・評価する仕組みがなく、顧客要求への回答に数か月を要し

ていました。

SLP（ESG 管理）導入と成果

C社は SLPのサプライヤー登録テンプレートに ESG質問票セクション（環境認

証・CO2 排出量・労働安全基準・人権ポリシー等）を追加し、全サプライヤーへの情

報収集を自動化しました。Ariba Supplier Risk機能でESGリスクスコアをモニタリ

ングし、スコアが閾値を下回るサプライヤーには改善要求プロセスを自動起動する運

用を確立しました。ESGデータの一元収集により、顧客からのサプライチェーン開示

要求への回答期間が大幅に短縮されたと報告されています。
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12. 制約事項の総括：Ariba 導入前に知るべきこと

Ariba が「できること」と「できないこと」の境界

Ariba導入検討時に頻繁に問われる「できること・できないこと」について整理

します。

● ◎できる：グローバルサプライヤーとのデジタル取引（発注・請求）・多段階

承認ワークフローの設定・スペンド可視化・RFx・オークション・電子契約管

理・サプライヤーポータル管理

● ◎できる：S/4HANAとのマスタデータ同期・発注書転送・請求書照合連携

（CIG経由）

● △条件次第：カスタムフォームの設計（設定UIで可能だが複雑な条件分岐に

は限界あり）・カスタム承認ルールの複雑なロジック（スクリプト不可のため

条件設定の組み合わせで実現）

● できない：✕ ABAPカスタムコードによるロジック追加・照合アルゴリズムの

変更・UIの抜本的デザイン変更・SAP標準以外のデータモデル拡張（Ariba

のデータベーステーブル直接操作）

段階的導入が成功の鍵

Aribaは S2P全体を一度に導入しようとすると、変更管理・技術設定・サプライ

ヤーオンボーディングが並列で発生して収拾がつかなくなります。最も重要な課題

（最大のスペンドカテゴリ・最大のコンプライアンスリスク）から始め、成果を示し

ながら段階的にスコープを拡大するアプローチが現実的な成功パターンです。

「Aribaを入れれば自動的に調達が最適化される」という誤解は危険です。

Aribaは「業務プロセスのデジタル化・可視化・統制の基盤」を提供しますが、戦略

的調達判断・サプライヤーとの関係構築・コスト削減交渉は人が行うものです。テク

ノロジーを最大限に活用しながら人の判断力・交渉力を高めることが、Ariba 投資か

ら真の価値を生み出す本質です。

以上
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